
一　般　質　問　通　告　事　項　一　覧 議会運営委員会資料
令和6年8月7日

令和６年第３回定例会　№1

質問主題

（質問の区分）

① 市町村の消防の広域化について、どのような評価をされているか伺いま
す。

② 市町村の消防の広域化のメリットとデメリットを伺います。

① 茨城県消防広域化推進計画に対して、本市に必要な条件と、それを満た
すための準備は計画されているか伺います。

② これからの消防力の適正力見直し及び適正配置について、どのように整
理されているか内容を伺います。

③ 消防施設等整備内部検討委員会を経ての消防施設の方向性について、具
体的な内容を伺います。

④ 消防職員不足と女性職員採用に向けた、福利厚生や施設整備に関する具
体案について伺います。

３．茨城県消防広域化
推進計画に関する周辺
自治体との関係につい
て

今後、茨城県消防広域化推進計画に関して、周辺自治体に対し積極的な
働きかけを行う考えがあるか伺います。

市長及び
担当部長

通
告
順

通告者

１．市町村の消防の広
域化に対する市の考え
方について

２．茨城県消防広域化
推進計画に関する必要
な準備について

市長及び
担当部長

市長及び
担当部長

質問要旨 答弁者

鈴木　更司
【一問一答】

(1)



一　般　質　問　通　告　事　項　一　覧

令和６年第３回定例会　№2

質問主題

（質問の区分）

通
告
順

通告者 質問要旨 答弁者

① 過疎指定された地域や、それ以外の過疎化が進む地域の将来の展望につ
いて、どのように考えているか伺う。

② 人口減少や高齢化によって活力が低下している地域において、持続的な
発展を促進するための具体的な取り組みについて伺う。

２．市民への日常的な
情報伝達と周知につい
て

行政サービスの情報や、市民による通報システムの情報など、市民に役
立つ情報について、市民に気づいてもらうために、どのような工夫をして
いるのか伺う。

市長及び
担当部長

３．夜間における市民
からの問合せ対応につ
いて

庁舎に警備員しかいない夜間において、市民からの緊急性のある問合せ
に対し、現状どのように対応しているのか伺う。

市長及び
担当部長

４．手話言語条例の制
定について

　条例制定に向けての進捗状況と今後の予定について伺う。
市長及び
担当部長

１．市内全域で過疎化
が進んでいる地域の将
来の展望と活性化につ
いて

市長及び
担当部長

石澤　正広
【一括方式】
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一　般　質　問　通　告　事　項　一　覧

令和６年第３回定例会　№3

質問主題

（質問の区分）

通
告
順

通告者 質問要旨 答弁者

① 1・2級認定路線は、幹線道路網として実態に合致した路線認定及び適正
な路線数が確保されているかどうかについて、それぞれどのような認識と
課題を持っているか伺う。

② 1・2級認定路線の名称が適正に表示されているかどうか、市民目線での
認識・課題について、伺う。

③ 1・2級認定路線で、整備済み路線数と今後整備が必要な路線数（具体的
な計画路線含む）について伺う。

２．1・2級路線認定見
直し再構築について

本市の道路・交通体系を踏まえ、現状の課題を改善するための1・2級路
線認定の選定見直し及び道路網再構築の必要性について伺う。

市長及び
担当部長

３．今後の1・2級幹線
道路整備方針計画につ
いて

本市の道路・交通体系を踏まえ、今後の幹線道路（1・2級）整備方針計
画について伺う。

市長及び
担当部長

市長及び
担当部長

１．本市の道路・交通
体系を踏まえ、幹線道
路（1・2級）整備の現
状（計画路線を含む）
に対する認識課題につ
いて

井出　有史
【一問一答】
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一　般　質　問　通　告　事　項　一　覧

令和６年第３回定例会　№4

質問主題

（質問の区分）

通
告
順

通告者 質問要旨 答弁者

① 私はこれまで茨城県の人口が減少することは明らかで、大量の水が余っ
ていることから八ッ場ダムや霞ヶ浦導水事業を中止すべきと再三指摘して
きた。これら水開発事業は確実に水道料金の引き上げに繋がると思うが、
改めて市長に問う。

② 茨城県水道ビジョンにみる「一県一水道」は、日本のように地震が多発
する国では有効ではない。また、地球温暖化による異常気象を起因とす
る、集中豪雨による河川の氾濫や洪水などで、取水が困難となる事態が想
定される。一方、市町村などで地下水を利用する水道の場合には優れた効
果を発揮する。改めて「一県一水道」について、問う。

③ 国土交通省は官民連携の名の下、運営権を民間事業者に手渡すコンセッ
ション方式を狙っているが、水道民営化について、市長の見解を問う。

２．霞ヶ浦コミュニ
ティセンター（旧あじ
さい館）の浴室につい
て

霞ヶ浦コミュニティセンター（旧あじさい館）の浴室が、４月16日から
利用できなくなっており、市民からは再開を求める声が日増しに高まって
いる。調査結果と今後の市の方針について、問う。

市長及び
担当部長

１．水道事業における
水道広域化と民営化に
ついて

市長及び
担当部長

佐藤　文雄
【一問一答】
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一　般　質　問　通　告　事　項　一　覧

令和６年第３回定例会　№5

質問主題

（質問の区分）

通
告
順

通告者 質問要旨 答弁者

① 令和６年第２回定例会では、蛍光灯のＬＥＤ化を例に挙げた。今回は冷
蔵庫やエアコンなど家電製品の買換えによる省エネについて、その効果と
支援策を問う。

② 高齢者・障害者・低所得世帯、ひとり親世帯等を対象とした省エネエア
コンの購入・設置費用への補助制度創設を検討することについて、問う。

① 予定価格の事後公表と最低制限価格の撤廃について、問う。

② 公契約条例の制定について、問う。

３．地球温暖化対策に
対する家庭への支援に
ついて

４．入札制度の改革に
ついて

市長及び
担当部長

市長及び
担当部長

佐藤　文雄
【一問一答】

(4)



一　般　質　問　通　告　事　項　一　覧

令和６年第３回定例会　№6

質問主題

（質問の区分）

通
告
順

通告者 質問要旨 答弁者

① 地域おこし協力隊の活動状況について伺う。

② 今後の地域おこし協力隊増員について伺う。

① 現在の霞ヶ浦庁舎駐車場の利用ルールと活用状況について伺う。

② 霞ヶ浦庁舎は国道354号に面し、立地の良い場所にあり、地域の賑わい
創出の観点から、マルシェやイベント等を実施すべきと考えるが、市の考
えを伺う。

２．土日の霞ヶ浦庁舎
駐車場のマルシェやイ
ベント等への有効活用
について

１．地域おこし協力隊
について

市長及び
担当部長

塚本　直樹
【一括方式】

(5)

市長及び
担当部長



一　般　質　問　通　告　事　項　一　覧

令和６年第３回定例会　№7

質問主題

（質問の区分）

通
告
順

通告者 質問要旨 答弁者

① 下稲吉（逆西）地区の雨排水総合対策、道路政策について伺う。

② 図書館交流施設に関する検討委員会の設置について伺う。

③ 市街化区域内の都市計画の具体的施策と財源について伺う。

④ 市の財政状況における財政調整基金の現状について伺う。

⑤ 市街化区域内の固定資産税と都市計画税の現状について伺う。

⑥ 土浦市、石岡市、水戸市の都市計画税との比較について伺う。

⑦ 利用者内訳が千代田地区４割のお風呂がある霞ヶ浦コミュニティセン
ター（旧あじさい館）長寿命化と財源について伺う。

市長及び
担当部長

１．都市計画と財源に
ついて

設楽　健夫
【一問一答】
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一　般　質　問　通　告　事　項　一　覧

令和６年第３回定例会　№8

質問主題

（質問の区分）

通
告
順

通告者 質問要旨 答弁者

① 霞ヶ浦の漁業における温暖化対策について伺う。

　
② 農業団地化政策に関する市の考え方について伺う。

① 市民目線の運営へ－市民課接遇向上アンケートの目的と成果について伺
う。

② 引継書の現状と事業運営におけるコンサルタント運用の意義について伺
う。

③ 財政一元管理と庁議について伺う。

④ PDCAサイクルによる責任あるマネジメント改革について伺う。

⑤ 行政における一次方程式型の職員成長・生産性向上について伺う。

⑥ マネジメントにおける民間活力導入について伺う。

２．基幹産業の農業と
漁業について

３．行政改革・一次方
程式型の行政力（生産
性）向上とマネジメン
トについて

市長及び
担当部長

市長及び
担当部長

設楽　健夫
【一問一答】

(6)



一　般　質　問　通　告　事　項　一　覧

令和６年第３回定例会　№9

質問主題

（質問の区分）

通
告
順

通告者 質問要旨 答弁者

① 移動観覧席の使用状況について伺う。

② ２階ギャラリーの使用方法について伺う。

③ 旧屋内運動場の使用状況について伺う。

① タブレット端末の使用状況について伺う。

② タブレット端末の管理方法について伺う。

(7)

１．下稲吉中学校屋内
運動場について

市長・教育長
及び担当部長

櫻井　健一
【一問一答】

市長・教育長
及び担当部長

２．小・中・義務教育
学校児童生徒に配布さ
れているタブレット端
末について



一　般　質　問　通　告　事　項　一　覧

令和６年第３回定例会　№10

質問主題

（質問の区分）

通
告
順

通告者 質問要旨 答弁者

① 旧あじさい館の入浴施設が４月１６日から利用できなくなっている。
「再開はいつか」といった相談が後を絶ちません。その問題に関連して、
今年の初め(１月１５日から２６日)に、旧あじさい館で施設利用者アン
ケートが実施されたと伺った。アンケートに協力された方から、設問の中
に公共施設の総合的、長期的な保全活用の方策を検討する旨の設問があ
り、入浴施設をやめるという噂も出ている。アンケート調査の目的とその
結果がどう活用されるのか伺う。

② 昨年１１月に市長から、かすみがうら市福祉館運営協議会会長あて、
「福祉館の今後のあり方」について諮問要請があり、福祉館運営委員会か
ら令和６年３月頃に答申書が市長あて提出されたということである。令和
６年第２回定例会佐藤議員の一般質問の中で、「浴室施設は、期限を区
切って廃止していく判断が適正と考慮する」との答弁があった。ついて
は、諮問の中身と答申内容について伺う。

③ 旧あじさい館の入浴施設が、壁面からの漏水により休止している問題
で、早期再開を望む声が大きくなっている。専門業者による調査中である
こと、９月上旬に調査報告が上がるとの説明をしてきたが、再開に向けた
今後の修繕計画などについて伺う。

２．多目的運動公園の
照明施設について

「多目的運動公園の運動場兼野球場の夜間照明施設がなくなるのか。子
や孫が部活で差支えがあるので何とかしてほしい。」といった相談が多数
寄せられた。現状、問題点、今後の方針について伺う。

市長・教育長
及び担当部長

１．霞ヶ浦コミュニ
ティセンター(旧あじ
さい館)内、利用でき
なくなっている入浴施
設について

市長及び
担当部長

(8)
来栖　丈治
【一括方式】



一　般　質　問　通　告　事　項　一　覧

令和６年第３回定例会　№11

質問主題

（質問の区分）

通
告
順

通告者 質問要旨 答弁者

① 本市では、市民の市政への積極的な参加を促進し、政策等の策定過程に
おける公正性と透明性の向上や、市民との協働による一層開かれた市政の
推進に寄与する目的で、意見公募手続(パブリックコメント)が実施されて
います。この制度の概要と実施状況に関する評価について伺う。

② かすみがうら市意見公募手続に関する要綱には、第８条において意見提
出を受けるために、公表の日から少なくとも２週間程度、加えて、第５条
の規定に基づく予告の日から４週間程度の期間を設けるとあります。内容
の説明と、市の実情について伺う。

③ 市民満足度を上昇させるうえで、市民の行政参画は重要と考える。一般
質問でホームページを活用してＳＮＳによる簡易的な市民提案なり意見広
聴を受ける制度を提案した折、市民部長から可能である旨の答弁があった
が、その後の庁内での動きについて伺う。

３．パブリックコメン
ト(意見公募手続き)に
ついて

市長及び
担当部長

来栖　丈治
【一括方式】

(8)


